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全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
本
市
に
お
い

て
も
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
は
、
平
成
21
年
は
20
・
４
％

で
し
た
が
、
平
成
29
年
は
25
・
３
％
ま
で

上
昇
し
、
平
成
37
年
に
は
、
28
・
０
％
に

達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の

み
で
暮
ら
す
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
に
は
、
７
，
８
７
５
世

帯
と
高
齢
者
世
帯
の
約
半
数
と
な
る
43
・

７
％
が
独
り
暮
ら
し
、
夫
婦
の
み
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
約

３
分
の
２
と
な
る
63
・
９
％
が
女
性
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
や
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
平
成
29
年
は
、
４
，
７
２
６
人

で
認
定
率
は
16
・
０
％
で
す
。
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
平
成
37
年
に
は
、

総
数
が
約
５
，
７
０
０
人
、
認
定
率
は

18
・
５
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

高
齢
化
な
ど
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
、
日

本
の
平
均
寿
命
は
延
び
続
け
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
81
・
09
歳
、女
性
は
87
・
26
歳
で
、

過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
１
０
０

歳
以
上
の
人
口
も
６
７
，
８
２
４
人
で
、

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
年
を
重
ね
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

次
の
２
つ
の
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
・
要
介
護
状

態
の
重
度
化
の
防
止

②
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
、

日
常
生
活
の
支
援
が
地
域
内
で
包
括
的
に

確
保
さ
れ
る
状
態
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
）
を
作
る
こ
と

　

本
市
に
お
い
て
も
、
第
７
期
東
近
江
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
健
康
寿
命
の

延
伸
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
と
は
、
持
病
な
ど
と
う
ま
く
付
き

合
い
な
が
ら
、
身
体
面
、
精
神
面
、
社
会

性
の
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
た
め
に
、
高

齢
者
が
地
域
で
行
う
活
動
や
サ
ロ
ン
な
ど

の
通
い
の
場
づ
く
り
や
支
え
合
い
の
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
に
い
く
つ
か
あ
る
通
い
の
場
の
ひ

と
つ
で
、
小
田
苅
町
に
あ
る
「
こ
も
れ
日

　

超
高
齢
社
会
が
や
っ
て
く
る

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
暮
ら
し
を

PICK
UP

住み慣れた地域で
安心して暮らし続けられるまちを目指して

地域包括ケアシステムのイメージ
介護医療

地域包括支援
センター

心と身体の健康づくり
社会参加の促進

住まい
通所・入所

通院・入院

訪問など

相談・対応

見守り・支援
サービス提供参加・交流

サービス提供
見守り・支援
介護保険

  第７期東近江市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（平成30年度~平成32年度）

健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
、

元
気
な
１
０
０
歳
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

小
田
苅
家
」（
上
部
の
写
真
）
で
は
、
毎

週
１
回
、
60
歳
代
か
ら
70
歳
代
の
女
性
が

集
い
、
手
芸
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

　

こ
も
れ
日
小
田
苅
家
を
運
営
す
る
井
田

久
美
子
さ
ん
は
、「
長
年
、
介
護
事
業
に

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
交
流
す
る
こ
と
が
介
護
予
防
に
な

る
と
感
じ
、
小
田
苅
家
を
始
め
ま
し
た
。

改
修
や
運
営
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
に
気
兼
ね
な
く
来
て
い
た
だ

き
、
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
と
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
が
参
加
者
の

生
き
が
い
に
な
り
、
そ
の
中
で
困
り
ご
と

な
ど
の
相
談
や
日
常
生
活
の
支
援
に
つ
な

が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
施
設
や
通
い
の
場
に

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
を
派
遣
し
、
介
護
予

防
だ
け
で
な
く
、
要
介
護
状
態
の
重
度
化

の
防
止
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

年
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
も
、
身
近
に
あ
る
通

い
の
場
に
積
極
的
に
出
か
け
る
な
ど
、
人

と
交
流
す
る
機
会
を
持
ち
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

長
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課
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　健康に気をつけていても、病気などにより支援が必要な状況になることもあります。
住み慣れた地域での暮らしを支えるために必要なものが「地域包括ケアシステム」です。
　身近で支えあえる仕組みを作るため、生活支援サポーターの活動や通える場づくりの
支援を行っています。また、認知症になった場合でも地域で支えあえるように、認知症
サポーターを中心とした地域での見守りネットワークを広げます。
　さらに、身近なところでサービスを受けてもらえるように、介護サービスの充実を図り
ます。

支援が必要となっても、地域で暮らしを支える！
　地域包括ケアシステムの深化・推進

・通いの場、認知症カフェ　など
・住民参加助け合いサービス、見守り　など
・福祉サービス　など

・日常の医療
・緊急時の医療
・認知症の診断、治療
・在宅看取り　など

・住宅系サービス
・施設・居住系サービス
・介護予防サービス


